
 NLI  Research  Inst i tute
 

 
 
 
 
 
 

 

Weekly エコノミスト･レタｰ 

ニッセイ基礎研究所 経済調査部門 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日銀短観（6 月調査）予測～大企業・製造業 5 ポイントの悪化

1. 7 月 1 日発表の日銀短観（6 月調査）・業況判断ＤＩは、足元・先行きとも大幅悪化とな

るだろう。大企業製造業が 6 と前回調査から▲5 ポイントの悪化、大企業非製造業は 8 と

前回調査から▲4 ポイントの悪化と予想する。また中小企業については、製造業が▲13
と前回調査から▲7 ポイントの悪化、大企業非製造業は、▲21 と前回調査から▲6 ポイン

トの悪化と予想する。 
2. 今回調査は前回 3 月調査に比べ金融市場は信用不安が弱まり、過度の悲観論は後退してい

る。ただし、消費低迷が続く中、原材料はいっそう高騰し企業をめぐる環境は厳しさを増

している。 
3. 2008 年度の設備投資計画（全規模・全産業）は 3 月調査より 2.1%上方修正（前年度比▲

3.2%）されるだろう。6 月調査は 3 月に比べ企業の計画がしっかりすることから上方修

正されるクセがあるが、企業収益の下ぶれ、先行き不透明感が強い中で、投資案件の先送

りがでて上方修正の幅は過去の平均よりも小さくなると見込む。 

 
業況判断 DI の予測表（6月調査） 

 
12月調査

変化幅
大企業 製造業 19 11 7 6 -5 4

非製造業 16 12 13 8 -4 5
全産業 17 12 10 8 -4 5

中堅企業 製造業 10 5 -1 -1 -6 -5
非製造業 2 -3 -6 -8 -5 -11
全産業 6 1 -4 -5 -6 -9

中小企業 製造業 2 -6 -9 -13 -7 -17
非製造業 -12 -15 -21 -21 -6 -25
全産業 -7 -11 -17 -18 -7 -21

3月調査 6月調査

最近 最近 先行き 先行き最近
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＜日銀短観（6 月調査）予測～大企業製造業・業況判断 DI は 5 ポイント悪化＞ 

7 月 1 日発表の日銀短観（6 月調査）・業況判断ＤＩは、足元・先行きとも大幅悪化となるだろ

う。大企業製造業が 6 と前回調査から▲5 ポイントの悪化、大企業非製造業は 8 と前回調査から

▲4 ポイントの悪化と予想する。また中小企業については、製造業が▲13 と前回調査から▲7 ポ

イントの悪化、大企業非製造業は、▲21 と前回調査から▲6 ポイントの悪化と予想する。 
 
今回調査は前回 3 月調査に比べ金

融市場は信用不安が弱まり、過度の悲

観論は後退している。ただし、消費低

迷が続く中、原材料はいっそう高騰し

企業をめぐる環境は厳しさを増して

いる。 
実際、法人企業統計によると、08

年 1-3 月期の全産業の経常利益は、原

材料の高騰などで 3 期連続のマイナ

ス、また売上高も減少し、02 年 4-6
月期以来、23・四半期ぶりに減収減益となっている。景気のけん引役だった企業部門の不振がこ

こにきてさらに顕著になっている。 
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前回調査（2月26日-3月31日）

金融市場の動き（円） （円）

今回調査（6月初旬-現在）

中小・零細企業を中心に高水準の倒産も続いており、業況判断などでは中小企業の悪化は大企

業を上回るものになるだろう。 
 

2008 年度の設備投資計画（全規模・全産業）は 3 月調査より 2.1%上方修正（前年度比▲3.2%）

されるだろう。６月調査は３月に比べ企業の計画がしっかりすることから上方修正されるクセが

あるが、企業収益の下ぶれ、先行き不透明感が強い中で、投資案件の先送りがでて上方修正の幅

は過去の平均よりも小さくなると見込む。 
 
 今回の短観は「景気後退」を伺わせる内容となるだろう。日銀にとってはインフレ懸念と同様

に景気後退リスクも高まったとの判断がなされ、７月中間評価では、両リスクが４月展望レポー

ト対比でさらに高まったとの評価となる。日銀の金融政策はさらに難しい選択を迫られることと

なるだろう。 
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（図表） 業況判断予測表 

12月調査

変化幅
大企業 製造業 19 11 7 6 -5 4

非製造業 16 12 13 8 -4 5
全産業 17 12 10 8 -4 5

中堅企業 製造業 10 5 -1 -1 -6 -5
非製造業 2 -3 -6 -8 -5 -11
全産業 6 1 -4 -5 -6 -9

中小企業 製造業 2 -6 -9 -13 -7 -17
非製造業 -12 -15 -21 -21 -6 -25
全産業 -7 -11 -17 -18 -7 -21

3月調査 6月調査

最近 最近 先行き 先行き最近

 

 
（図表） 設備投資予測表 

設備投資額（含む土地投資額） （前年度比％）

2007年度 2008年度 2007年度（実績） 2008年度

大企業 製造業 9.5 -3.3 5.4 -1.2 2.1
非製造業 5.2 -0.6 2.9 3.0 3.6
全産業 6.8 -1.6 3.9 1.3 2.9

中小企業 製造業 -5.7 -20.7 -1.3 -19.5 1.2
非製造業 1.3 -25.9 4.9 -24.4 1.5
全産業 -1.1 -24.2 2.7 -22.8 1.4

全規模 製造業 6.0 -5.8 4.0 -3.6 2.2
非製造業 3.2 -5.0 2.9 -3.2 1.9
全産業 4.2 -5.3 3.5 -3.2 2.1

2008年6月調査時点2008年3月調査時点 (参考）2008年
度計画の修正
率

 

設備投資計画（全規模・全産業）
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（資料）日本銀行「企業短期経済観測調査」  

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本

誌は情報提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものでもありません。 

（Copyright ニッセイ基礎研究所 禁転載）
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